





















Āzād’s Comparative Appraisal of Nāsikh and Ātish  
in Āb-e H ̣ayāt (The Water of Eternal Life) 
 
 
Muh ̣ammad H ̣usain Āzād (1830-1910), a famous critic of Urdū poetry, wrote Āb-e H ̣ayāt (The 
Water of Eternal Life), a monumental book of history on classical Urdū poetry, in 1880. The 
sections where Āzād evaluates the poetry of Nāsikh (1772-1838) and Ātish (ca.1778-1847), two 
representative masters of the Urdū ghazal of Lucknow, and compares their poetical styles are so 
important that they deserve a careful examination. 
Nāsikh is famous for difficult diction and nāzuk-khayālī (delicate thought) while Ātish is 
considered excellent in using colloquial expressions. Āzād compares these two poets with 
different styles by referring to the criticisms exchanged between the supporters of Nāsikh and 
Ātish. 
In the introduction and introductory notes preceding the explanations of five poetical periods―
classical Urdū poetry is divided into five periods― in Āb-e H ̣ayāt, Āzād emphasizes the 
importance of understandability in poetry, without which, in his opinion, poetry cannot affect the 
listeners or readers.  
It is clear that Āzād favors the style of Ātish, but, interestingly, he does not agree with the 
supporters of Ātish who criticize Nāsikh’s use of difficult diction and nāzuk-khayālī. He tries to 
defend Nāsikh, saying that difficult poems are not always without delight, and that some Persian 
poets like Bēdil and Nās ̣ir ‘Alī who wrote poems based on nāzuk-khayālī are regarded as great 
masters. 
Āzād could have made Nāsikh’s unintelligible poetical style the symbol of bad poetry and 
criticized it in severest terms. But he did not do so probably because he wanted to record and 
praise the works of great masters of Urdū poetry in the main part of Āb-e H ̣ayāt.  
The contents are as follows: 
                                                                




1. Introductory remarks 
2. Āzād’s appraisal of Nāsikh and Ātish 
3. Concluding remarks 
 




『生命の水（Āb-e H ̣ ̣ayāt 初版1880年，第2版1883年，第3版1887年）』本論の，ナースィ










シュの項は372頁から387頁までである  (本稿においては，1982年にラクナウーの Uttar Pradesh 


























Kāshmīrī 2003 : 582] 
 ジャミール・ジャーリビーによれば，ナースィフは，「平易な詩風」と対立する詩人である。
「平易な詩風」とは，「人生の現実的経験が，感覚と結びつけられつつ，恋，人生，世界といっ
た観点から詩として表現されたような詩風」である[Jamīl Jālibī 2006 : 666]。「ナースィフは，ラ
クナウーの社会的，心理的状況を念頭に置いて新奇な詩の主題（maz ̣mūn-bandī），想像の飛翔
（buland-parwāzī），繊細な思考（nāzuk-khayālī）にその詩の基礎を置き，それを『新様式（ t ̤arz-e 
jadīd）』と名付けた。（…）  彼は平易な詩風の構成要素を一つずつ自分の詩から取り除き，感情















































いていないのである。」[Jamīl Jālibī 2006 : 724-725] 
4  サーイブはイスファハーン出身のペルシア語詩人。ベーディルとナースィル・アリーはそれぞれ

























(a) 第 1 の批判は，「ナースィフは繊細な思考をあまりにも好み，泰山鳴動鼠一匹のよう
である」（p. 342）というものである。 
「繊細な思考」に基づく詩句として以下の 5 詩句が引用されているので，「繊細な思考」
が如何なるものかを確認するために 5 詩句とも翻訳しておく。 
 
Mērī ān ̇khōn ̇ nē tujhē dēkh kē voh kuchh dēkhā 
私の目はあなたを見て，見てとったのだ  
Keh zabān-e mizhah par shikwah hai bīnāī kā 
（あなたの）睫毛の口は見られたことに不満を言っているということを 
   
Khul gayā ham par ‘anās ̣ir jab huē bē-i‘tidāl 
四大の均衡が崩れて私には解ったよ 
Rābit ̤ah wājib sē mumkin dōst dushman mēn ̇ nahīn ̇ 
友と敵とは必ずしも結びつくものではないということが6 
                                                                
5 この批判の出典は不明である。  
6  状況が変わると友と敵―相性の悪い者たち―は離れてしまう，という意味のようである。第 2 半
句は，必然的存在（＝神  wājib al-wujūd）に偶然的存在（＝神以外の存在者  mumkin al-wujūd）
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7 
Kī khudā nē kāfirōn ̇ par aē s ̣anam jannat h ̣arām 
偶像よ，異教徒は天国に行けないように神はなされた  
Warnah kis kī ān ̇kh par ̣tī tērē hōtē h ̣ūr par 
行けるようにされていても，天女に目を向ける者などいるだろうか―おまえがいるのに 
 
Kū-e jānān ̇ mēn ̇ hūn ̇ par mah ̣rūm hūn ̇ dīdār sē 
愛しい人の街にいるのに一目も（愛しい人を）見られぬとは 





Voh āftāb nah hō kis t ̤arah ̣ sē bē-sāyah 
あの太陽に影のあることなどあろうか 









もジャラール・アスィール（Jalāl Asīr），カースィム・マシュハディ （ーQāsim Mashhadī），
ベーディル，ナースィル・アリーなど，その繊細な思考ゆえに想像力がある詩人，新し
い意味を生み出す詩人とされている大詩人がいるからである8 。ナースィフが彼らの詩















が残ったのである。」 [Āzād 1990 : 438-9]「インドでは奇想を重視する詩人たちの一群
（khayāl-bandōn ̇ kī ummat），すなわち，ガニー・カーシミーリー（Ghanī Kāshmīrī），ミルザー・
ベーディル，ナースィル・アリー等が名を成した。」[Āzād 1990 : 441] 































Bē-khat ̤ar yūn ̇ hāth daur ̣ātā hūn ̇ zulf-e yār par 
気兼ねなく手を動かしている，恋人の髪の毛の上で 
Daur ̣tā thā jis t  arah ̣ thu‘bān-e Mūsā mār par 
蛇の上でモーセの大蛇が動いていたように9 
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9 
Mil gayā hai ‘ishq kā āzār qismat sē mujhē 
恋の苦しみを得たのは運命のせい 
Hūn ̇ jō ‘Īsā bhī irādah hō nah isti‘lāj kā 
イエス様でも治療してやろうとは思われぬ 
（「治療」という意味の単語 isti‘lāj に線が引かれている。） 
 
Nāsikh tamām rijs-e tanāsukh sē pāk hai 
ナースィフはまったく輪廻の汚れに汚されていない 
Voh shama‘ hō gayā tō voh parwānah hō gayā 
あの者が蠟燭となり，あの者は蛾となった10 
（「輪廻の汚れ」という意味の語 rijs-e tanāsukh に線が引かれている。） 
   
Sū-e Ka‘bah tērē ‘āshiq sijdah kartē hain ̇ kōī 
あなたを恋していながらカアバを向いて礼拝する者がいようか 
Tērē abrū kī t  araf qiblah muh ̣awwal hō gayā 
あなたの眉に礼拝の方向が委ねられているのに11 
















                                                                
10  美しい蠟燭（の焔）は愛の対象を，蛾は求愛者を表わす。詩句の意味は明確ではない。ナースィ
フは輪廻を信じていないが，「あの者（＝愛の対象）」が蠟燭になったので，「あの者（＝ナースィ
フ＝求愛者）」は蛾になってしまった，というような意味か。Majlis-e Taraqqī-e Adab 版『ナース
ィフ詩集』では，第2半句は次のようになっている。  
 Voh shama‘ hō gayā tō yeh parwānah hō gayā   
 あの者が蠟燭となり，この者は蛾となった [Nāsikh 1989a : 97] 





されたとき，アーティシュはそれを称賛したという (p. 344)。 
 
Junūn ̇ pasand hai mujh kō hawā babūlōn ̇ kī 
狂気よ，私は好きだ，アカシアを吹き抜ける風が 




























                                                                
12  恋の狂気のために荒野にいて，アカシアの花を楽しんでいる，ということ。Majlis-e Taraqqī-e Adab
版『ナースィフ詩集』では，第 1 半句は次のようになっている。  
 Junūn ̇ pasand mujhē chhāōn ̇ hai babūlōn ̇ kī  
 狂気よ，私は好きだ，アカシアの木陰が [Nāsikh 1989b : 80] 
13 「レーフタ」ウルドゥー詩のこと。  


































                                                                
14 『ミーナー・バーザール』はイラーダット・ハーン・ワーゼ（ Irādat Khān ̇ Wā i‘）の，『パンジ・
ルクア』はズフーリーのペルシア語散文作品である（ウルドゥー語版イスラーム百科事典 Urdū 
Dā’irah-e Ma‘ārif-e Islāmīyah の「ズフーリー」の項を参照）。イラーダット・ハーン・ワーゼとズ
フーリーは美文家として知られている。The Encyclopaedia of Islam (New Edition)の「ズフーリー」
の項では，両書ともイラーダットの著作である可能性が高いとされている。  
15  鏡は驚愕して見開いた目に例えられる。  
16  Qul huwa l-lāhu (’ah․adun)「言え，かの者こそ（唯一の）神」という意味のコーランの言葉（「真







   
Gul-hā-e ran ̇g ran ̇g sē hai zīnat-e chaman 
多彩な花で花園は飾られる17 
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17  Majlis-e Taraqqī-e Adab 版『ゾウク詩集』では，第1半句は次のようになっている。  
 Gul-hā-e ran ̇g ran ̇g sē hai raunaq-e chaman  
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